
桂
林
学
叢
第
二
十
七
号
平
成
二
十
八
年

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
鑛
に
つ

一
一
一
、 一

、
問
題
の
所
在

二
、
隆
師
の
天
台
学
研
鐡
に
関
わ
る
現
存
資
料

目
次「

三
大
部
略
大
意
抄
」
の
形
成
と
実
態

（
二
名
称
に
つ
い
て

（
二
）
巻
数
に
つ
い
て

（
三
）
著
作
年
に
つ
い
て

（
二
著
作

（
二
）
抄
録

（
三
）
持
経

（
四
）
所
持
所
持
持
経
抄
録

へへへへ

四三三二
Ｏ
「
法
華
玄
義
」
分
の
形
成

Ａ
、
『
玄
義
一
部
見
聞
」

写
本

内
容
と
形
成

等 ・
覚
書

い
て

大
平
宏
龍
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日
隆
聖
人
（
一
三
八
五
～
一
四
六
四
。
以
下
隆
師
）
は
、
自
ら
の
日
蓮
教
学
研
究
を
省
み
て
、
日
存
（
一
三
六
九
～
一
四
二
二
、
日

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

｜
、
問
題
の
所
在

（
二
）
日
本
天
台
研
究

（
三
）
天
台
三
大
部
研
究

五
、
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
撰
述
の
目
的

六
、
結
語

Ｂ
、
相
互
の
関
係

。
「
法
華
文
句
」
分
の
形
成

ｅ
「
摩
訶
止
観
」
分
の
形
成

Ａ
、
『
略
大
意
抄
」
の
止
観
分

Ｂ
、
「
止
観
見
聞
」

Ｃ
、
相
互
の
関
係

Ｄ
、
「
六
即
私
記
」

（
五
）
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
を
ど
う
み
る
か

四
、
隆
師
の
天
台
学
研
究
の
事
跡

（
二
自
身
の
述
懐
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道
（
一
三
八
三
～
一
四
二
四
）
両
師
の
功
績
の
大
き
な
事
を
讃
え
つ
つ
、
た
と
え
ば
「
五
帖
抄
」
第
五
に
、

但
し
存
道
両
師
並
び
に
日
隆
に
至
っ
て
三
代
三
十
余
年
の
間
、
在
俗
等
の
折
伏
弘
通
を
指
し
置
て
、
諸
御
抄
を
集
め
、
六
十
巻

の
淵
底
を
伺
ひ
当
流
の
教
観
を
明
し
て
談
ず
る
処
の
法
門
な
り
。
若
し
謬
解
有
ら
ぱ
後
学
に
呈
露
し
て
速
か
に
添
削
を
希
ふ
く

（
１
）

し
。
去
り
な
が
ら
尼
崎
流
随
分
の
己
証
な
り
。

等
と
言
わ
れ
て
い
る
。
「
六
十
巻
」
と
は
、
こ
の
場
合
、
天
台
大
師
述
の
「
法
華
玄
義
」
「
法
華
文
句
」
『
摩
訶
止
観
」
と
、
六
祖
妙

楽
大
師
の
注
釈
書
「
法
華
玄
義
釈
裁
」
「
法
華
文
句
記
」
「
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
」
と
を
指
す
が
、
そ
の
「
淵
底
を
伺
う
」
と
は
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
考
え
る
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
の
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
存
・
道
・
隆
三
師
の
天
台
学
研
錨
は
、
ど
の
よ

第
二
に
、
隆
師
の
著
さ
れ
た
著
述
な
い
し
は
そ
れ
に
関
わ
る
文
献
の
中
で
、
主
と
し
て
天
台
学
に
関
し
て
の
も
の
の
具
体
的
な
内

容
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
に
、
今
日
判
明
す
る
隆
師
の
著
作
の
中
で
、
最
晩
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
が
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
で
あ
る
が
、
何
故

に
最
後
が
『
三
大
部
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
四
に
、
総
じ
て
隆
師
の
著
述
は
「
台
当
異
目
」
す
な
わ
ち
「
天
台
教
学
」
と
「
日
蓮
教
学
」
と
の
考
え
方
の
相
違
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
、
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ば
あ
い
の
「
台
」
に
つ
い
て
、
天
台
・
妙
楽
の
い
わ
ゆ
る
「
原
始
天
台
」
の
義
に
お
い

（
２
）

て
は
既
に
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
隆
師
の
最
終
目
的
は
、
日
本
中
古
天
台
義
と
日
蓮
義
と
の
対
照
の
上
に
日
蓮
義
の
主
張
を
確

（
３
）

認
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
の
上
で
の
、
原
始
天
台
義
と
日
蓮
義
は
ど
う
意
義
づ
け
ら
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

う
に
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
二
に
、
隆
師
の
著
さ
れ
《

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）
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ま
ず
、
隆
師
の
残
し
た
諸
文
献
の
う
ち
、
天
台
学
研
鐡
に
関
わ
る
現
存
資
料
を
列
挙
し
て
お
き
た
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
隆
師

の
著
述
中
に
は
三
大
部
本
末
等
か
ら
の
引
用
が
多
く
、
そ
の
意
味
で
は
す
べ
て
天
台
教
学
に
関
わ
る
と
も
言
え
る
が
、
こ
こ
で
は
著

作
目
的
等
か
ら
し
て
敢
え
て
絞
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
〔
能
〕
と
は
本
能
寺
蔵
、
注
記
が
無
け
れ
ば
本
興
寺
蔵
。

隆
師
の
著
述
中
の
、
天
台
一

ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。

当
拙
稿
は
以
上
の
よ
う
な
諸
問
題
に
つ
い
て
の
現
段
階
に
お
け
る
私
の
考
え
の
一
端
で
あ
る
。
不
充
分
な
が
ら
敢
え
て
発
表
す
る

こ
と
と
し
た
の
は
、
隆
師
研
究
に
お
い
て
は
、
特
に
こ
の
方
面
が
遅
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
故
に
、
大
方
の
御
批
判
を
仰
ぎ
、
更
な

る
進
展
を
期
し
た
い
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

第
五
に
、
隆
師
か
ら
み
た
日
蓮
義
に
お
け
る
天
台
学
受
容
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
六
に
、
隆
師
の
著
述
等
に
み
ら
れ
る
天
台
学
研
鐡
は
、
今
日
か
ら
み
て
ど
の
よ
う
に
意
義
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

従
来
の
隆
師
研
究
に
於
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
専
論
は
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

師
の
著
述
中
の
、
天
台
三
大
部
を
対
象
と
し
た
『
止
観
見
聞
」
三
大
部
略
大
意
抄
」
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
書
誌
的
事
情
す
ら
明

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
髄
）

二
、
隆
師
の
天
台
学
研
讃
に
関
わ
る
現
存
資
料

（
二
著
作
但
し
（
）
内
は
通
称

ｅ
日
蓮
所
立
本
門
法
華
宗
名
目
見
聞
（
名
目
見
聞
）

＠
本
門
法
華
宗
摩
訶
止
観
一
部
見
聞
（
止
観
見
聞
）

一一

六六

巻巻
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⑭
本
門
法
華
宗
開
迩
顕
本
宗
要
集
（
開
迩
顕
本
宗
要
集
）
六
五
（
六
六
）
巻

②
玄
義
一
部
見
聞
二
巻

③
本
門
法
華
宗
開
通
顕
本
玄
文
止
三
大
部
略
大
意
抄
（
三
大
部
略
大
意
抄
）
一
七
巻

（
４
）
（
５
）

以
上
の
中
、
ｅ
名
目
見
聞
、
◎
開
迩
顕
本
宗
要
集
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
で
成
立
の
事
情
な
ど
を
述
べ
た
が
、
そ
の
他
の
著
述

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
こ
ろ
で
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
鐙
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

（
二
）
抄
録
・
覚
書

（
８
）

（
三
）
持
経
等

ｅ
六
即
私
記
三
巻

ｅ
玄
義
要
文
一
巻

、
文
句
要
文
二
帖
二
冊
〔
能
〕

ｅ
玄
文
止
諸
御
抄
出
処
一
巻

⑭
文
句
要
伝
一
巻
〔
能
〕

⑪
玄
義
一
部
難
字
集
一
帖
〔
能
〕

ｅ
所
持
法
華
経
八
巻
八
冊
「
心
空
嘉
慶
版
妙
法
蓮
華
経
」
の
行
間
、
紙
背
に
は
本
末
六
十
巻
な
ど
の
要
文
書
き
込

◎
科
註
妙
法
蓮
華
経

み
が
あ
る
。

「
弘
経
抄
」
著
述
に
際
し
て
参
照
さ
れ
て
い
る
。

『
法
華
玄
義
」
中
の
要
文
抜
書

「
法
華
文
句
」
中
の
要
文
抜
書

（
６
）

天
台
三
大
部
に
つ
い
て
の
日
蓮
遺
文
中
の
言
及
を
集
録
し
た
も
の
。
後
述
。

（
７
）

「
法
華
文
句
』
に
つ
い
て
の
日
蓮
遺
文
中
の
言
及
を
集
録
し
た
も
の
。

『
法
華
玄
義
」
中
の
難
字
に
つ
い
て
の
覚
書
。
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應
永
廿
二
年
乙
米
九
月
十
二
日

於
二
濃
州
安
八
郡
平
野
庄
北
方
保
下
宮
一
勧
学
法
印
善
深
授
深
回
一
了

（
Ⅲ
）

と
あ
っ
て
、
勧
学
法
印
善
深
か
ら
深
凹
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
、
深
固
と
は
隆
師
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
隆
師
が
美
濃
国
安
八
郡
の

旨
上
の
奥
書
に
は
、

右
の
う
ち
、
ｅ
◎
は
「
法
華
玄
義
」
巻
七
の
本
末
の
所
写
本
で
、
「
約
本
明
十
妙
」
以
下
の
部
分
で
あ
る
。
ｅ
な
い
し
①
は
、
中

（
９
）

古
天
台
義
の
著
述
の
写
本
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
こ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
但
し
⑰
の
「
法
命
集
」
教

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
鋼
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

（
四
）
所
持
写
本

①⑰
三十
種軸
教抄
相見
見聞
聞，-、
（

④
相
伝
法
門
抄

③
常
伝
雑
々
抄

⑥
宗
大
事
口
伝
抄
（
等
海
口
伝
抄
）

②⑭
法止
命観
集抄

ｅ
法
華
玄
義
第
七

．
法
華
玄
義
釈
裁
第
七

ｅ
法
華
玄
義
抄
（
大
文
大
章
口
伝
）

⑳
止
観
抄
（
大
文
大
章
口
伝
）

三
百
帖
見
聞
）
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下
宮
談
義
所
（
勧
学
院
）
で
学
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
後
述
の
如
く
、
隆
師
の
天
台
学
研
鐡
の
具
体
的
な
場
所
が
知
ら

れ
た
唯
一
の
例
で
あ
る
。
ま
た
「
十
軸
抄
見
聞
」
は
隆
師
が
『
弘
経
抄
」
著
述
の
際
に
引
用
し
て
問
題
を
提
起
し
、
そ
れ
に
対
す
る

（
Ⅷ
）

日
蓮
義
を
解
明
し
た
一
群
の
『
三
百
帖
」
関
係
の
文
献
の
う
ち
、
実
際
に
隆
師
が
使
用
さ
れ
た
も
の
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
点
で
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。
総
じ
て
以
上
の
中
古
天
台
関
係
文
献
は
、
隆
師
所
持
と
い
う
事
で
確
実
な
足
が
か
り
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
文
献
研
究
に
於
て
貴
重
な
資
料
と
も
な
っ
て
い
る
点
も
注
意
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

通
称
は
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
で
あ
る
が
、
具
名
は
三
転
し
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
「
玄
義
」
第
一
巻
二
帖
分
の
上
巻
末
尾
で
は
、

本
門
法
花
宗
○
玄
文
止
三
大
部
Ｏ
大
意
抄

開
迩
顕
本
略

と
、
「
開
迩
顕
本
」
「
略
」
が
後
か
ら
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
当
初
の
名
称
は
、

本
門
法
花
宗
玄
文
止
三
大
部
大
意
抄
（
便
宜
上
Ａ
と
す
る
。
以
下
同
じ
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
類
す
る
事
例
と
し
て

は
、
『
玄
義
」
第
一
巻
二
帖
之
内
下
巻
、
及
び
「
文
句
」
第
一
巻
二
帖
之
内
上
下
巻
の
い
ず
れ
も
本
文
末
尾
の
記
事
が
あ
る
。

次
に
「
止
観
」
第
一
巻
上
巻
末
尾
で
は
、

本
門
法
花
宗
開
迩
顕
本
玄
文
止
三
大
部
大
意
抄
（
Ｂ
）

三
、
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
の
形
成
と
実
態

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

（
二
名
称
に
つ
い
て
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前
節
で
名
称
に
つ
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
は
全
一
七
巻
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
全
一
七
巻
と
い
う
よ
う
な
全
体
の
巻
数
を
示
し
た
記
事
は
、
管
見
に
於
て
ど
こ
に
も
見
出
せ
な
い
。
巻
数
に
つ
い
て
は
、

は
り

た
と
え
ば
、
第
一
巻
冒
頭
の
条
箇
の
前
に
は
、
貼
紙
の
形
で
は
あ
る
が
、

の
名
称
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
同
下
巻
末
尾
で
も
同
じ
で
、
共
に
「
略
」
字
の
書
き
足
し
は
な
い
。

籾
て
、
「
三
大
部
略
大
意
抄
』
の
各
帖
冒
頭
、
及
び
本
文
の
頭
初
、
並
に
「
玄
義
」
第
一
巻
九
帖
分
、
第
二
巻
分
一
帖
、
第
三
巻

分
一
帖
の
末
尾
に
は
（
後
述
の
例
外
を
除
い
て
）
す
べ
て
、

本
門
法
花
宗
開
迩
顕
本
玄
文
止
三
大
部
略
大
意
抄
（
Ｃ
）

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
最
終
的
な
具
名
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
存
の
真
餓
本
に
は
、
前
掲
の
よ
う
に
Ａ
Ｂ
の

（
吃
）

名
称
と
さ
れ
て
い
た
痕
跡
を
止
め
る
所
も
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
す
べ
て
Ｃ
の
名
称
が
付
さ
れ
て
い
る
。
故
に
、
名
称
と
し
て
は
Ａ

↓
Ｂ
↓
Ｃ
の
順
序
で
変
転
が
あ
っ
た
が
、
Ｃ
が
全
体
の
名
称
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

但
し
「
玄
義
」
第
一
巻
九
帖
之
内
第
四
の
條
箇
（
目
次
）
の
直
後
、
本
文
の
初
に
、

玄
文
止
意

本
門
法
花
宗
開
迩
顕
本
○
三
大
部
略
大
綱
抄
（
注
、
綱
を
意
と
訂
正
）

（
旧
）

と
あ
る
の
は
、
当
初
「
玄
文
止
」
を
省
き
、
「
略
大
綱
抄
」
と
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
書
き
損
じ
で
あ
ろ
う
。
後
述
の
よ

う
に
、
こ
の
「
九
帖
」
分
の
他
の
所
は
Ｃ
の
み
で
あ
り
、
「
九
帖
」
分
は
最
も
後
か
ら
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
故
で
あ
る
。

な
お
本
興
寺
二
八
世
日
顕
師
（
一
六
三
二
～
一
六
九
二
に
よ
る
十
七
帖
す
べ
て
の
題
策
は
「
三
大
部
略
大
意
」
で
あ
る
。

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
鐙
に
つ
い
て
（
大
平
宏
髄
）

（
二
）
巻
数
に
つ
い
て
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玄
義
一
巻
九
帖
之
内
第
一

本
門
法
花
宗
開
通
顕
本
玄
文
止
三
大
部
署
大
意
抄

玄
義
一
大
部
下
第
一
巻
四
序
下
睡
蜘
第
一
惣
序
下
嬬
彌

本
興
寺
常
住

と
な
っ
て
い
る
。
後
述
の
如
く
、
「
玄
義
」
第
一
巻
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
こ
の
九
帖
の
分
と
、
別
に
二
帖
の
分
が
あ
り
、
序
か
ら

第
七
会
異
ま
で
の
箇
所
は
重
複
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
今
の
例
は
、
そ
の
九
帖
分
の
方
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
更
に
「
四
序
」

に
つ
い
て
全
五
帖
が
あ
て
ら
れ
、
そ
の
中
の
惣
序
に
つ
い
て
は
三
帖
分
が
占
め
る
、
そ
の
第
一
帖
の
初
ま
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

他
も
こ
の
よ
う
な
示
し
方
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
外
に
、
「
玄
義
」
第
一
巻
分
に
上
下
二
帖
、
第
二
巻
・
第
三
巻
分
に
各
一
帖
が
あ
り
、
計
一
三
帖
。
「
文
句
」
第
一
巻
分
に
上

下
二
帖
、
一
止
観
」
第
一
巻
分
に
上
下
二
帖
。
総
計
が
一
七
帖
（
一
七
巻
）
と
な
る
が
、
隆
師
自
身
が
「
全
十
七
帖
（
十
七
巻
こ
と

数
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
成
立
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
は
必
ず
考
慮
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

本
抄
は
、
『
止
観
」
一
巻
抄
上
下
二
帖
の
う
ち
、
上
巻
の
末
尾
に
、

康
正
三
年
六
月
上
旬
尼
崎
本
興
寺
述
記

（
Ｍ
）

と
あ
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
は
隆
師
七
三
歳
で
、
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
で
は
他
に
記
年
が

み
ら
れ
ず
、
従
っ
て
、
本
抄
は
判
明
す
る
限
り
に
於
て
、
隆
師
最
晩
年
の
著
述
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
髄
）

（
三
）
著
作
年
に
つ
い
て
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次
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
書
名
は
、
先
述
の
中
で
は
Ｂ
の
段
階
で
あ
り
、
本
抄
冒
頭
の
別
紙
貼
紙
の
部
分
、
及
び
条
箇
（
目
次
）

の
あ
と
本
文
頭
初
の
書
名
は
Ｃ
と
な
っ
て
い
る
。
先
の
書
名
の
考
察
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
康
正
三
年
六
月
上
旬
以
降
に
も
、
「
三

大
部
略
大
意
抄
」
の
定
稿
製
作
が
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
真
蹟
本
全
体
の
成
立
は
、
も
う
少
し
後
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
止
観
」
第
一
下
巻
の
末
尾
は
、
隆
師
の
著
述
に
し
て
は
珍
し
く
、
上
部
が
破
損
し
て
お
り
、

と
あ
っ
て
、
別
紙
が
継

止
観
第
一
巻
攝
承

然
る
に
、
実
は
こ
の
箇
所
の
記
事
を
再
検
す
る
と
、
本
文
の
終
り
に
、

墜型ﾉｰ尋_／

（
マ
マ
）

本
門
法
花
宗
開
迩
顕
本
玄
文
止
三
大
部
大
意
抄

尼
崎
本
興
寺
述
記

已
上
通
序
別
序
六
段
Ｏ
詑

っ
て
、
別
紙
が
継
が
れ
、
そ
こ
に
、

康
正
三
年
六
月
上
旬

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

発
大
心
下
六
即
下
詑

二
帖
之
内

下
巻

（
マ
マ
）

迩
顕
本
玄
文
止
三
大
部
大
意
抄

尼
崎
本
興
寺
述
記

下
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以
上
、
書
名
と
巻
数
か
ら
だ
け
で
あ
る
が
、
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
『
玄
義
」
第
一
巻
二
帖
分
の
上
下
及
び
「
文
句
」
第
一

巻
の
上
下
な
ど
が
書
か
れ
、
次
に
「
止
観
」
第
一
巻
上
下
が
成
立
し
、
「
玄
義
」
第
一
巻
九
帖
分
・
第
二
巻
分
一
帖
・
第
三
巻
分
一

帖
が
最
も
後
で
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
玄
義
」
第
一
巻
に
対
す
る
二
帖
分
と
九
帖
分
は
、
内
容
が
重
複
し
な

が
ら
、
後
者
の
方
が
詳
細
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
う
み
れ
ば
自
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
故
に
、
現
存
一
七
帖
の
全
体
的
成
立

（
す
な
わ
ち
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
の
成
立
）
は
、
「
康
正
三
年
六
月
上
旬
」
よ
り
後
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
但
し
真
顔
に
つ
い

て
細
か
く
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

然
で
あ
ろ
う
。

「
三
大
部
略
大
意
抄
」
の
成
立
は
、
以
上
の
よ
う
に
複
雑
で
あ
る
故
に
、
そ
の
形
成
過
程
は
、
三
大
部
の
内
容
と
対
照
し
な
が
ら

検
証
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
故
に
玄
義
分
・
文
句
分
・
止
観
分
に
分
け
る
の
が
便
宜
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
共
に
『
玄
義
一

部
見
聞
」
及
び
『
止
観
見
聞
」
等
も
平
行
し
て
考
慮
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

ｅ
「
法
華
玄
義
」
分
の
形
成

Ａ
、
「
玄
義
一
部
見
聞
」

ま
ず
「
玄
義
一
部
見
聞
」
で
あ
る
が
、
こ
の
名
称
に
つ
い
て
隆
師
が
ふ
れ
る
所
は
な
い
。
他
筆
に
よ
る
具
名
は
「
玄
義
一
部
見

一
月
上
旬

こ
れ
が
い
つ
の
事
な
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
書
名
も
Ｂ
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
上
巻
に
続
い
て
の
こ
と
と
考
え
る
の
が
自

一
日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
鐙
に
つ
い
て
（
大
平
宏
鮒
）

（
四
）
内
容
と
形
成
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次
に
、
「
略
大
意
抄
」
玄
義
第
一
巻
二
帖
分
と
、
玄
義
第
二
巻
一
帖
、
第
三
巻
一
帖
と
は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
所
収
の
「
法
華

玄
義
」
に
よ
れ
ば
、
第
三
巻
上
の
う
ち
迩
門
十
妙
の
な
か
の
智
妙
ま
で
を
通
じ
て
ほ
ぼ
釈
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
玄
義
第
一
巻
九
帖
分
は
、
前
述
の
如
く
、
正
蔵
本
第
一
巻
下
の
第
七
会
異
ま
で
の
詳
釈
で
、
玄
義
第
一
巻
二
帖

分
と
ほ
と
ん
ど
重
複
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
所
を
、
わ
か
り
や
す
く
表
に
す
る
と
、
左
記
の
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
所
を
、
わ
か
』

聞
」
で
、
日
顕
師
は
『
玄
義
見
聞
」
と
も
記
し
て
い
る
。
但
し
現
存
の
本
文
は
隆
師
の
真
蹟
で
、
巻
子
本
上
下
二
巻
と
な
っ
て
い
る
。

著
作
年
に
つ
い
て
の
記
事
も
な
く
、
筆
脳
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
「
四
帖
抄
」
な
ど
と
同
じ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
内
容
は

「
法
華
玄
義
』
中
の
隆
師
に
よ
っ
て
注
意
さ
れ
た
箇
所
の
外
適
時
宜
・
内
鑑
本
密
の
義
を
具
体
的
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
略
大
意
抄
」
の
草
稿
の
感
が
強
い
。
し
か
し
、
内
容
的
に
「
略
大
意
抄
」
と
相
補
的
な
所
が
あ
り
、
か
つ
ま
た
分
量
も
二
巻
あ
る

の
で
、
顕
師
目
録
に
従
い
、
独
立
し
た
著
述
と
み
て
お
き
た
い
。

ｅ
法
華
玄
義
分
の
形
成

「
玄
義
」
（
正
蔵
本
）
「
一

（
正
蔵
本
）
「
略

（
巻
第
二
序

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
鐙
に
つ
い
て
（
大
平
宏
剛
）

大
意
抄
」
「
略
大
意
抄
」

玄
義
第
一
巻
（
九
帖
）
玄
義
第
一
巻
（
二
帖
）

第
二
巻
（
一
帖
）

第
三
巻
（
一
帖
）

Ｂ
、
相
互
の
関
係

可
第
一

「
玄
義
一
部
見
聞
」

全
二
巻
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上
惣
序
斗
塗
一

序
王
ｌ
第
四

私
序
’
第
五

本
序

巻
第
一
上

序
章

七
番
共
解

」
鰯
《

序第
一
標
章
釈
名
弁
体

丁
露
ゞ

明
宗
論
用

教
相

Ｔ
笑

第
二
引
証

第
三
生
起

第
四
開
合
Ｉ

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
） Ｉ

玄
義

第
一

下
巻

一
帖
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巻
第
二
上

巻
第
一
下 日

隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

五
重
各
説
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
’
‘
‐
‐
ｉ
－
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
１
‐

第
一
釈
名

（
二
判
通
別
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

（
中
略
）

第
七
会
異

第
一
四
悉

第
二
四
悉

（
中
略

通
教

第
五
科
簡

第
六
観
心

（
四
）
正
解

１
、
法

２
、
妙

酋

と
五
重
玄

０
１
０
９
０
０
０
０
０
０
９
８
０
１
０
０
０
０
０
１

第
九

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

継
簾
Ⅷ
霞
：

玄
義

第
二

一
帖

‐‐‐‐‐一一‐一－一一一■■■■■■■■■■■■一一一一一一一一.■■1■■1■■q■■ー

内
容
は
前
後
し
て
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巻
第
三
上

巻
第
二
下

（
中
略
）

巻
第
七
本
門
十
妙

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

（2） （1）
別 通
迩釈絶相釈

1 門 I 待待

蕗標十 ｜
､-〃章妙 I

Ⅳ
広
解仙
境
妙
①
諸
境
を
釈
す

倒
智
妙
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

②
諸
境
の
同
異
を
論
ず

玄
義

第
三

一
帖
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で
あ
る
。

即
私
記
」

な
っ
て
い
る
。
即
ち
、

文
句
第
一
巻
抄

文
句
第
一
巻
抄

巻
第
十
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
し

「
三
大
部
略
大
意
抄
」
に
お

の
み
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、

止
観
第
一
巻
抄
上
巻
唾

下
巻
鋼

第
一
巻
抄
上
巻
通

上
巻
玄
義
与
文
句
不
同
事
～
如
是
下
四
種
釈

下
巻
我
聞
下
四
種
釈
～
舎
利
弗
下

で
あ
る
。
「
文
句
』
に
つ
い
て
は
「
本
門
弘
経
抄
」
に
詳
釈
が
あ
り
、
他
の
部
分
に
つ
い
て
も
隆
師
の
見
解
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
『
摩
訶
止
観
」
分
の
形
成

Ａ
、
略
大
意
抄
の
止
観
分

「
三
大
部
略
大
意
抄
」
に
お
け
る
「
摩
訶
止
観
」
に
関
す
る
部
分
は
、
こ
れ
も
止
観
第
一
巻
の
内
容
に
つ
い
て
上
下
二
巻
の
分
量

。
「
法
華
文
句
」
分
の
形
成

「
三
大
部
略
大
意
抄
」
の
な
か
で
「
法
華
文
句
」
に
関
す
る
部
分
は
、
文
句
第
一
巻
の
内
容
に
つ
い
て
上
下
二
巻
の
分
量
の
み
と

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
殿
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

序
三
段
別
序
三
段
下
～
別
序
三
段
祖
承
人
法
下
ノ
迩
面
本
裏
之
大
意
事

下
巻
止
観
第
一
正
釈
下
～
以
止
観
》
為
法
花
大
意
↓
云
破
文
事

已
上
発
大
心
下
六
即
詑

「
止
観
」
に
つ
い
て
の
隆
師
の
著
述
で
は
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
に
先
立
つ
も
の
と
し
て
『
止
観
見
聞
」

三
巻
の
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

一
六
巻
と
、
「
六
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「
止
観
見
聞
」
の
具
名
は
「
本
門
法
花
宗
摩
訶
止
観
一
部
見
聞
」
で
あ
り
、
日
顕
師
の
題
策
は
『
止
観
見
聞
」
で
あ
る
。
「
弘
経

（
肥
）

抄
」
に
「
止
観
大
綱
抄
」
と
し
て
引
用
が
あ
る
の
は
内
容
か
ら
本
抄
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
抄
は
唯
一
「
私
新
抄
」
を
引
用

す
る
こ
と
で
も
注
意
さ
れ
る
。
故
に
著
述
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
「
私
新
抄
」
よ
り
後
「
弘
経
抄
」
よ
り
前
で
あ
る
。
真
脳
一
六
巻

が
本
興
寺
に
巻
子
本
で
格
護
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
筆
跡
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
。
内
容
を
み
る
と
、
現
存
の
「
止
観
見
聞
」
に
は

調
巻
の
誤
り
が
み
ら
れ
、
恐
ら
く
顕
師
の
修
覆
時
の
時
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

（
現
）
第
一
○
巻
（
矧
雛
り
）
↓
（
正
）
第
一
二
巻

（
現
）
第
二
巻
輌
四
と
あ
り
）
↓
（
正
）
第
一
○
巻

（
現
）
第
一
二
巻
緬
倒
と
あ
り
）
↓
（
正
）
第
二
巻

（
現
）
第
一
○
巻
（
協
舗

（
現
）
第
二
巻
輌
四
と
あ

（
現
）
第
一
二
巻
緬
倒
と
あ

そ
こ
で
、
「
摩
訶

次
の
よ
う
で
あ
る
。

と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ｅ
摩
訶
止
観
分
の
構
成

『
摩
訶
止
観
」
の
構
成

序
分
（
縁
起
）

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

Ｃ
、
相
互
の
関
係

「
摩
訶
止
観
」
の
構
確

の
構
成

（
脇
）

Ｂ
、
止
観
見
聞

発
心
一
、
発
心
（
二
釈
方
言

（
二
）
簡
非

と
「
止
観
見
聞
」
の
内
容
と
、
「
略
大
意
抄
」
「
六
即
私
記
」
が
関
説
す
る
所
を
図
示
す
れ
ば
、

一

上

「
止
観
見
聞
」
十
六
巻
の
内
容
（
調
巻
の
誤
り
を
訂
正
）

第
一
止
一
縁
起
、
序
分
↑
獅
畝
徽
挫

二
万
輪
識
緋

－17－



一
ハ
、

五四三二
、 、 、 、

一

一
、
大
意

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
殿
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

方
便

弓

行調棄阿 具
五五五五 五

法事蓋欲 縁

偏摂体釈
円注相名

'’
三 三

下 上

修
大
行

感
大
果

発
大
綱

帰
大
処

H
持
戒
清
浄
衣
食
具
足

閑
居
静
処
以
下
Ｉ

へ

三

③②①、-／
六四四顕
即弘諦是

｜ 蔦｣L
四
下

一
下

↑
「
六
即
私
起

二
上

四
上

二

下

十
三

十
四

十
五

十
六

-'一十十九八七六五四
二一

1 止止〃止 1 止〃止止〃 〃 〃止〃
十九八 七六五 四三 二

識
通
塞
～
知
次
位

能
安
忍
～
無
法
愛

煩
悩
境
～
病
患
境

禅
定
境
～
諸
見
境

発
大
心

常
坐
三
昧

常
行
三
昧

半
行
半
坐
三
昧

非
行
非
坐
三
昧

感
大
果
～
帰
大
処

具
五
縁

呵
五
欲
～
行
五
法

起
慈
悲
心
～
破
法
遍
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分説正

七
、
正
修
止
観

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
鋼
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

三二
、 、へ

観観ミニ

篭續歴
境境鴦驚卿豐繩

Ⅱ剛11
八 七 七

上 下 上

鰯
灘
１

一
、
観
陰
入
界
境

（
一
）
坐
禅
中
修

破
法
遍

起
慈
悲
心

善
巧
安
心

観
不
思
議

五
下
・
六
上
下

五
上

八
下

－19－



「
三
大
部
略
大
意
抄
」
が
複
雑
な
成
立
途
上
の
書
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
未
完
の
書
と
な
っ
た
こ
と
を
、
玄
・
文
・
止
そ
れ
ぞ
れ

別
に
考
え
て
き
た
が
、
以
上
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〈
Ｗ
）

Ｄ
、
「
六
即
私
記
」

『
六
即
私
記
」
の
名
称
は
、
こ
れ
以
外
は
知
ら
れ
な
い
。
巻
子
本
の
真
蹟
三
巻
が
本
興
寺
に
格
護
さ
れ
て
い
る
。
著
述
年
は
未
詳

で
あ
る
が
、
「
四
帖
抄
」
「
二
帖
抄
」
「
五
帖
抄
』
を
引
用
す
る
故
に
、
そ
れ
よ
り
後
の
著
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
隆
師
が
何

故
に
六
即
の
み
を
と
り
あ
げ
て
論
じ
ら
れ
た
か
は
一
箇
の
問
題
で
あ
る
が
、
『
私
新
抄
」
に
も
少
し
言
及
が
あ
り
、
ま
た
上
に
ふ
れ

た
よ
う
に
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
第
一
巻
分
下
巻
に
も
六
即
に
関
す
る
議
論
が
み
ら
れ
る
。

－－－

-|‐九八
、 、 、

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
髄
）

果
報

起
教

旨
帰

（
五
）
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
を
ど
う
み
る
か

十九八
、 、 、

七六
、 、

観観
諸禅
見定
境境

観
上
慢
境

観
二
乗
境

観
菩
薩
境

-|‐九
上上

下下

不
説
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，
玄
義
一
大
部
下

（
十
三
帖
）

「
三
大
部
略
大
意
抄
」
の
構
成

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
鐡
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

玄
義
第
一
巻

九
帖
之
内

玄
義
第
一
巻

二
帖
之
内

上
巻

［

下
巻

開 四

序
の
下
第
一
惣
序
の
下
症
鮎
之
型
一
帖

艘
箪
一
序
王
の
峠
鯏
一
凧

五
帖
之
内

第
五
［
鯏
嘩
椰
癖
王
］
の
下
一
帖

章
の
下
第
六
標
章
下
名
体
下
一
帖

〃

第
七
〃
体
宗
用
下
一
帖

第
八
〃

“

〃

［
引
証
下

生
起
下

第
九
［
剛
嶮
州
諏
両
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
一
帖

〃

七四

番序
共下
解
下
、
標
章
、
名
玄
義

鋤
教
Ⅷ
剥
率
Ｉ
Ｈ
Ｕ
一
帖

一

帖
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の
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

と
い
え
よ
う
。
即
ち
、

Ｆ
玄
礒
繩
聿
装
迩
門
十
妙
境
妙
下
智
妙
下
一
Ⅷ

五
重
各
説
下

一
帖

一
帖

内
句
一
大
部
下
文
刈
嘘
雌
占
蕊
一
帖

止
観
一
大
部
下
止
灘
聴
占
灘

一
帖

以
上
み
て
き
た
こ
と
を
再
説
す
る
な
ら
ば
、
隆
師
の
三
大
部
研
鐙
を
、
著
述
の
上
で
検
討
し
た
場
合
、
玄
・
文
・
止
そ
れ
ぞ
れ
に

対
す
る
著
述
が
、
次
第
に
詳
細
に
記
さ
れ
る
流
れ
の
な
か
で
、
最
終
的
に
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
と
し
て
櫛
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

特
に
玄
義
分
に
於
て
第
一
巻
分
の
解
釈
が
、
上
下
二
帖
の
分
と
、
九
帖
の
分
と
が
、
内
容
が
重
複
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
同
じ
『
三

略
大
意
抄

略
大
意
抄

玄
義
分
玄
義
一
部
見
聞
↓
玄
義
第
一
巻
分
上
下
↓

玄
義
第
一
巻
分
九
帖

玄
義
第
二
・
第
三
巻
分
各
一
帖

略
大
意
抄

文
句
分
「
弘
経
抄
」
述
作
↓

文
句
第
一
巻
分
上
下

略
大
意
抄

止
観
分
止
観
見
聞
一
六
巻
↓
六
即
私
記
↓

止
観
第
一
巻
分
上
下

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
髄
）
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大
部
略
大
意
抄
」
の
内
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
最
終
的
に
は
九
帖
分
の
よ
う
な
詳
細
な
内
容
を
目
指
し
な
が
ら
完
全
に
は
果
た
せ
ず
、

互
い
に
相
補
的
部
分
が
残
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
、
『
開
迩
顕
本

（
脇
）

宗
要
集
」
仏
部
第
一
の
「
最
略
本
」
と
他
の
六
五
巻
と
の
関
係
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
は
、
構
想
半
ば
で
の
未
完
の
著
と
な
っ
た
が
、
そ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
過
程
で
産
ま
れ
た
著
述
も

あ
り
、
又
、
隆
師
の
三
大
部
研
鐡
の
結
果
の
上
に
日
蓮
義
か
ら
の
観
方
を
示
し
た
「
玄
義
教
相
見
聞
」
の
よ
う
な
著
述
も
あ
っ
て
、

隆
師
の
三
大
部
研
鐵
の
大
要
は
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
然
し
天
台
学
研
究
の
歴
史
的
あ
る
い
は
具
体
的
な
有
様
に

つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
不
明
な
部
分
が
多
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

拙
稿
冒
頭
に
引
用
し
た
「
五
帖
抄
』
の
文
に
あ
る
「
三
代
三
十
年
」
が
、
恐
ら
く
日
講
師
の
示
寂
の
応
永
一
二
年
（
一
四
○
五
。

隆
師
二
一
歳
）
頃
を
起
点
と
し
て
、
日
道
師
の
示
寂
の
応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）
頃
ま
で
が
、
日
存
師
（
一
三
六
九
～
一
四
二
二

及
び
日
道
師
二
三
八
三
～
一
四
二
四
）
に
よ
っ
て
研
鐡
さ
れ
た
二
○
年
に
相
当
し
、
以
後
、
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
頃
ま
で
の
一

（
胸
）

○
年
間
が
、
隆
師
の
独
自
研
鐙
の
期
間
と
回
想
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
に
拙
稿
で
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の

「
三
代
三
十
年
」
に
つ
い
て
、
現
存
の
著
述
等
の
上
で
四
度
も
回
想
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
間
、
他
の
事
に
時
間
を
と

ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
教
学
研
究
の
意
志
と
し
て
は
、
絶
え
ず
一
貫
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

四
、
隆
師
の
天
台
学
研
究
の
事
跡

（
二
自
身
の
述
懐
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日
蓮
聖
人
遺
文
の
不
断
の
収
輯
と
正
確
な
理
解
を
求
め
続
け
る
こ
と
に
加
え
て
、
天
台
三
大
部
本
末
等
を
く
り
返
し
検
証
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
よ
う
に
窺
わ
れ
る
。
隆
師
は
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
で
、

当
門
流
に
は
玄
文
止
三
大
部
を
数
百
反
に
及
び
正
直
に
通
達
し
て
止
観
一
部
を
殊
に
能
く
能
く
拝
見
し
た
る
に
御
抄
の
如
く
迩

門
流
通
の
像
法
熟
益
の
観
心
な
り
。
故
に
末
法
の
為
に
は
過
時
の
観
心
な
り
云
云
。
但
し
止
観
一
部
の
裏
に
末
法
の
為
の
天
台

（
鋤
〉

内
鑑
密
本
の
本
門
止
観
こ
れ
あ
り
。
委
く
は
立
正
観
抄
及
び
送
状
等
の
如
し
云
云
。

と
言
う
。
「
数
百
反
」
は
「
数
百
回
」
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
回
数
は
と
も
か
く
、
そ
の
自
信
の
程
が
窺
え
る
。
然
し
、
存
道
両
師
の

研
究
は
応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）
隆
師
四
○
歳
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
隆
師
は
応
永
二
二
年
（
一
四
一
五
）
九
月
一
二
日
に
美
濃

国
の
下
宮
談
義
所
で
「
法
命
集
」
を
授
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
そ
の
後
の
約
一
○
年
間
に
存
道
両
師
の
薫
陶
を
受

け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
中
核
と
し
て
ま
と
め
た
の
が
「
私
新
抄
」
で
あ
り
、
私
見
で
は

（
別
）

永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
隆
師
四
五
歳
頃
が
著
作
年
と
し
て
は
妥
当
で
は
な
い
か
と
今
は
考
え
て
い
る
。

問
題
は
、
「
私
新
抄
」
に
於
て
は
、
天
台
学
研
究
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
既
に
指

（
型
）

摘
し
た
如
く
「
私
新
抄
」
で
は
、
第
二
巻
に
「
三
大
部
大
綱
事
」
の
標
題
の
下
に
天
台
三
大
部
の
一
般
的
な
見
方
を
述
べ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
ま
だ
台
当
の
見
方
の
相
違
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
が
述
べ
ら
れ
る
の
は
第
九
巻
「
天
台
宗
当
宗
御
抄
本
書
不
同

事
」
で
あ
っ
て
、
日
蓮
聖
人
遺
文
と
「
玄
文
止
六
十
巻
」
を
対
照
す
る
と
き
、
文
面
で
は
大
き
く
異
な
る
が
、
玄
文
止
の
文
裏
と
日

蓮
遺
文
の
文
面
と
は
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
、

玄
文
止
六
十
巻
ノ
面
ト
高
祖
ノ
判
釈
ノ
面
ト
相
対
ス
レ
ハ
如
二
天
地
幻
玄
文
止
ノ
裏
ト
與
二
御
書
ノ
面
｜
相
望
ス
レ
バ
御
抄
本
書
同

し
之
。
是
し
内
鑑
冷
然
ノ
辺
也
。
依
吟
之
二
報
恩
抄
ニ
ハ
内
証
ハ
同
ケ
レ
ド
モ
法
ノ
流
布
ハ
迦
葉
阿
難
ヨ
リ
モ
馬
鳴
竜
樹
ハ
勝
し

（
蝿
）

馬
鳴
等
ヨ
リ
モ
天
台
ハ
勝
し
天
台
ヨ
リ
モ
伝
教
ハ
超
ヘ
サ
セ
玉
ヘ
リ
云
云
。

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
鐙
に
つ
い
て
（
大
平
宏
髄
）
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と
あ
っ
て
、
こ
の
あ
と
当
体
義
抄
を
引
き
、

迩
化
本
化
ノ
不
同
ハ
有
叩
之
云
へ
ド
モ
、
内
証
ノ
実
義
ハ
同
”
之
。
開
通
顕
本
ノ
時
霊
山
ノ
聴
衆
ト
シ
テ
本
地
ノ
妙
法
ヲ
伝
へ

タ
リ
。
雌
歴
然
リ
ト
外
用
随
縁
ノ
教
機
時
国
相
応
ノ
時
ハ
本
迩
二
門
摂
受
折
伏
如
診
水
火
↓
種
種
不
同
有
叫
之
。

台
ｌ
像
法
ｌ
迩
門
流
通
ｌ
迩
化
衆
ｌ
観
行
即
ｌ
智
者
ｌ
意
業
止
観
ｌ
順
縁
１
本
已
有
善
ノ
機
ｌ
利
者
Ｉ
熟
１
体
理
ヲ
為
二
所
期
斗
ｌ

広
略
ｌ
別
相
門
ｌ
理
ｌ
思
照
観
心
ｌ
嘱
累
塔
外
付
嘱
’
約
教
釈
ｌ
不
了
義
ノ
釈
ｌ
摂
受
ｌ
事
相
方
便
、
至
理
ヲ
所
期

当
ｌ
末
法
１
本
門
流
通
１
本
化
衆
ｌ
名
字
即
ｌ
愚
者
ｌ
口
唱
題
目
ｌ
逆
縁
１
本
未
有
善
ノ
機
ｌ
鈍
者
ｌ
下
種
ｌ
総
名
ヲ
為
二
所
期
－

１
要
ｌ
総
体
門
ｌ
事
ｌ
法
体
観
心
ｌ
神
力
塔
中
付
嘱
１
本
迩
釈
ｌ
了
義
ノ
釈
ｌ
折
伏
ｌ
置
二
理
観
一
取
二
事
行
ノ
首
題
一

（
湖
）

の
よ
う
に
二
○
の
項
目
を
挙
げ
て
、
台
当
の
相
違
を
対
照
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
『
私
新
抄
」
に
於
て
も
、
各
所
に
於

て
論
じ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
「
外
用
随
縁
」
の
場
合
と
し
て
、
日
蓮
教
学
と
台
家
教
学
と
の
内
容
の
特
色
を
示
し
た
も

の
で
あ
り
、
外
宜
迩
面
の
三
大
部
本
末
、
内
鑑
本
密
の
三
大
部
本
末
と
規
定
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
蓮
教
学
の
前
提
と
し
て
、
天
台
三
大
部
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
か
ま
で

（
班
）

踏
み
込
ん
で
明
確
に
示
さ
れ
た
の
が
「
四
帖
抄
」
で
あ
る
。

（
邪
）

こ
れ
も
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
私
新
抄
」
で
は
富
士
門
流
の
「
倭
漢
両
字
の
得
失
論
」
な
ど
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
か
、
日
蓮

聖
人
遺
文
を
「
ア
ナ
ズ
ル
（
侮
る
Ⅱ
軽
蔑
す
る
、
あ
な
ど
る
こ
コ
ト
無
ク
、
文
体
ヲ
イ
ヤ
シ
ム
ル
コ
ト
無
ク
、
但
タ
大
綱
ヲ
取
テ
文

義
ノ
淵
底
ヲ
示
ス
ベ
シ
」
等
と
、
日
蓮
週
文
の
正
当
な
見
方
を
す
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
が
先
に
あ
り
、
そ
の
上
で
三
大
部
本
末
六

○
巻
と
の
内
容
の
相
違
を
強
調
し
た
段
階
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
「
四
帖
抄
」
で
は
日
蓮
遺
文
の
立
場
を
主
と
し
て
三

大
部
六
○
巻
を
照
射
す
る
と
い
う
視
座
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
逆
に
三
大
部
六
○
巻
を
位
置
づ
け
る
整
理
が
な
さ
れ
た
と

と
し
て
、

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）
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き
た
が
た

応
永
二
二
年
二
四
一
五
）
、
隆
師
三
一
歳
の
時
、
美
濃
国
安
八
郡
平
野
庄
北
方
保
下
宮
の
勧
学
法
印
善
深
よ
り
「
法
命
集
」
が

（
酌
）

授
与
さ
れ
た
事
実
に
よ
っ
て
隆
師
は
、
平
野
庄
北
方
の
下
宮
の
勧
学
院
（
持
法
山
密
厳
寺
）
で
学
ん
だ
と
み
ら
れ
、
こ
れ
が
現
在
ま

で
に
判
明
す
る
唯
一
の
天
台
学
研
殿
場
所
で
あ
る
。
「
法
命
集
」
の
写
本
は
「
深
凹
」
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
に
も
「
深

圓
」
の
名
の
記
さ
れ
た
写
本
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
隆
師
よ
り
少
し
後
の
身
延
一
一
世
行
学
院
日
朝
師
（
一
四
二
二

～
一
五
○
○
）
が
、
鏡
澄
の
名
で
多
く
の
写
本
を
伝
え
て
い
る
こ
と
と
併
せ
て
興
味
深
い
。
当
時
、
日
蓮
門
下
の
学
僧
も
多
く
天
台

（
鋤
）

の
談
所
に
学
び
、
書
写
に
励
ん
だ
の
で
あ
る
。

隆
師
の
天
台
学
研
究
は
、
著
述
の
上
か
ら
も
推
測
で
き
る
所
が
あ
り
、
「
名
目
見
聞
」
は
柏
原
貞
舜
の
「
天
台
名
目
類
聚
紗
」

（
「
七
帖
見
聞
」
と
も
）
、
什
覚
の
「
網
目
抄
』
を
引
用
し
、
殊
に
天
台
義
は
「
七
帖
見
聞
」
に
拠
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で

あ
り
、
「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」
は
慧
心
流
静
明
の
四
上
足
の
一
人
で
あ
る
政
海
の
「
政
海
類
聚
紗
」
、
及
び
「
普
光
集
』
（
未
詳
）
を

と
り
あ
げ
、
殊
に
台
家
の
義
は
「
類
聚
紗
」
に
拠
り
な
が
ら
日
蓮
義
を
示
す
形
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
三
百
帖
」
は
法
華
経
解
釈

に
つ
い
て
の
慧
心
流
の
入
門
書
で
あ
る
が
、
そ
の
関
係
の
文
献
が
、
「
弘
経
抄
」
に
多
く
引
用
さ
れ
て
、
そ
の
提
起
す
る
問
題
に
つ

い
て
、
そ
れ
を
批
判
し
、
日
蓮
義
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
ゆ
く
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
隆
師
が
慧

（
”
）

み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
立
場
が
、
三
大
部
そ
れ
ぞ
れ
の
外
適
時
宜
迩
面
・
内
鑑
冷
然
本
密
の
解
釈
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
『
私
新
抄
」
以
来
の
考
え
方
が
変
わ
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
三
大
部
六
○
巻
に
対
す
る
台
当
の
見
方
を
日
蓮
義
か
ら
具
体
的

に
明
示
す
る
こ
と
で
、
日
蓮
教
学
の
存
在
理
由
が
明
確
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
更
に
、
日
蓮
教
学
の
立
場
か
ら
内
鑑
冷
然
の
三
大

（
詔
）

部
を
考
え
た
時
、
三
大
部
そ
の
も
の
の
位
置
づ
け
も
、
天
台
と
は
異
な
る
立
場
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

（
二
）
日
本
天
台
研
究
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隆
師
の
天
台
三
大
部
研
究
に
関
し
て
は
、
中
古
天
台
の
所
産
で
あ
る
書
物
も
参
照
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
さ
れ
、
宝
地
房

（
認
）
（
訓
）

証
真
（
文
治
頃
。
二
八
五
～
二
八
九
頃
）
の
「
三
大
部
私
記
」
や
、
祐
朝
（
未
詳
）
の
「
三
大
部
伊
賀
抄
」
（
成
立
は
鎌
倉
末
期
か

と
）
が
、
『
弘
経
抄
」
な
ど
に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
「
止
観
見
聞
」
や
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
の
著
述
に
つ
い
て
、
直
接
の
契

機
と
な
っ
た
書
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
く
り
返
す
よ
う
で
あ
る
が
、
隆
師
の
「
名
目
見
聞
」
は
、
天
台
義
は

柏
原
貞
舜
の
「
天
台
名
目
類
聚
抄
」
を
参
照
し
つ
つ
著
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
宗
要
集
」
は
、
同
様
に
政
海
の
「
類
聚
抄
」
に

拠
っ
て
お
り
、
「
弘
経
抄
」
で
は
、
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
『
三
百
帖
」
関
係
の
文
献
が
、
問
題
点
を
提
起
す
る
も
の
と
し
て
多
引
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
「
止
観
見
聞
』
や
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
摩
訶
止
観
」
及
び
「
法
華
玄
義
」

「
法
華
文
句
」
の
文
に
つ
い
て
、
そ
の
原
義
を
天
台
外
適
時
宜
の
義
と
し
て
解
し
、
そ
れ
に
対
し
て
日
蓮
遺
文
か
ら
の
解
釈
を
天
台

内
鑑
の
義
と
し
て
対
照
的
に
示
す
こ
と
が
著
述
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
中
古
天
台
的
解
釈
は
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
そ
れ
が
主
題
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
ｃ

私
見
で
は
、
隆
師
の
著
述
を
三
期
に
分
ち
、
一
名
目
見
聞
」
『
弘
経
抄
」
「
宗
要
集
』
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
な
ど
を
教
学
応
用
期
と

心
流
、
殊
に
は
柏
原
系
の
台
家
教
学
を
学
ん
だ
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
尾
上
寛
仲
氏
は
、
隆
師
二
三
八
五
～
一
四
六

四
）
と
柏
原
貞
舜
師
（
一
三
三
四
～
一
四
一
三
）
の
年
代
が
近
く
、
恐
ら
く
『
七
帖
見
聞
」
は
貞
舜
の
下
で
隆
師
が
書
写
す
る
こ
と
を

（
訓
）

許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
隆
師
が
直
接
貞
舜
に
習
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る
が
、
管
見
で
は
貞
舜
師
の

「
宗
要
柏
原
案
立
」
は
隆
師
の
「
宗
要
集
」
に
名
を
挙
げ
て
の
引
用
は
な
く
、
疑
問
が
あ
り
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
又
、

（
狸
｝

隆
師
の
学
ん
だ
下
宮
談
義
所
は
、
地
理
的
に
も
柏
原
談
義
所
に
近
く
、
こ
の
点
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

（
三
）
天
台
三
大
部
研
究
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し
た
。
そ
れ
は
み
な
著
作
の
パ
タ
ー
ン
が
同
じ
で
あ
る
故
に
同
一
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
前
三
者
は
中

古
天
台
的
解
釈
に
対
す
る
日
蓮
義
か
ら
の
解
釈
を
提
示
す
る
所
に
主
眼
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
の
に
対
し
て
、
「
三
大
部
略
大
意

抄
」
は
、
天
台
妙
楽
の
い
わ
ゆ
る
原
始
天
台
義
に
対
す
る
日
蓮
義
か
ら
の
見
方
を
論
じ
て
具
体
的
に
示
す
形
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
最
終
的
に
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
何
で
あ
る
か
、
隆
師
の
教
学
思
想
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
問
題
は
、
そ
れ
が
隆
師
最
晩

年
の
大
部
の
著
作
で
あ
る
だ
け
に
等
閑
視
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
節
を
改
め
て
考
え
た
い
。

扱
て
、
隆
師
の
天
台
三
大
部
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
師
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
が
具
体
的
な
歴
史
的
事
実
に

つ
い
て
不
明
な
部
分
が
多
い
の
で
、
確
た
る
答
え
は
現
在
で
は
求
め
ら
れ
な
い
。
然
し
「
私
新
抄
」
成
立
が
、
日
存
・
日
道
両
師
か

ら
の
教
示
等
を
記
し
た
隆
師
の
研
究
ノ
ー
ト
を
基
と
し
て
隆
師
の
考
察
を
加
え
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
も

と
と
す
る
と
、
や
は
り
三
大
部
研
究
の
直
接
の
師
は
存
道
両
師
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
、
下
宮
談
義
所
な
ど
で
学

（
鋸
）

ん
だ
所
も
あ
っ
た
の
は
、
隆
師
自
身
、
「
宗
要
集
」
仏
部
に
、

記
者
の
愚
老
、
天
台
宗
の
室
に
入
り
形
の
如
く
二
・
八
帖
疏
の
教
重
の
上
に
行
・
証
の
二
重
を
極
む
と
雌
も
、
終
に
三
千
の
実

体
を
了
せ
ず
。
当
宗
に
還
っ
て
日
存
・
日
道
の
両
師
に
値
ひ
奉
っ
て
観
心
本
尊
抄
・
開
目
抄
相
伝
の
時
、
意
得
奉
る
も
の
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
確
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
存
・
道
両
師
の
教
え
に
よ
っ
て
、
一
念
三
千
の
本
当
の
意
義
を
理
解
で
き

と
あ
る
よ
う
に
、
確
か
な
こ
と
《

隆
師
が
師
と
仰
ぐ
存
・
道
両
師
で
あ
る
が
、
そ
の
両
師
は
、
ど
こ
で
天
台
学
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今

の
段
階
で
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
存
師
に
つ
い
て
は
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
文
句
第
一
巻
二
帖
之
内
上

巻
に
、
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

次
至
覚
大
師
迩
門
観
心
釈
ノ
法
花
宗
立
智
者
文
一
者
故
日
存
聖
人
依
有
悪
縁
一
登
山
門
↓
直
二
御
経
蔵
正
本
ヲ
御
披
見
ア
レ
ハ
法
相
宗

た
と
さ
れ
て
い
る
所
で
も
あ
る
。

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
髄
）
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立
四
智
者
ト
ァ
ル
相
字
ヲ
チ
ト
ム
シ
ヵ
ク
ウ
テ
有
之
一
其
ノ
上
与
二
下
・
法
相
宗
卜
有
ル
ヲ
証
惑
ン
テ
ヲ
サ
エ
テ
法
花
宗
ト
書
テ
久
年
止
観
法

（
郡
）

花
勝
劣
ヲ
申
ス
邪
義
典
一
天
正
一
不
可
用
之
一
委
如
立
正
観
抄
等
云
云

（
釘
）
（
銘
）

と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
と
同
じ
言
及
は
、
「
四
帖
抄
」
第
三
、
「
開
迩
顕
本
宗
要
集
」
雑
部
第
七
に
も
あ
る
が
、
前
者
で
は
「
故
日
存

聖
人
取
縁
一
直
行
彼
慈
覚
大
師
御
経
蔵
正
本
ヲ
披
覧
ア
レ
ハ
…
」
と
あ
り
、
後
者
で
は
「
日
存
聖
人
の
仰
せ
に
云
く
、
我
山
門
に
登
山
の

時
、
不
息
議
の
縁
に
依
り
山
上
の
御
経
蔵
の
正
本
の
迩
門
観
心
絶
対
妙
の
直
本
を
見
る
に
…
」
と
も
あ
る
。
「
縁
を
取
っ
て
」
と
は

「
昔
の
縁
に
よ
っ
て
」
と
も
「
新
し
く
縁
を
求
め
て
」
と
も
と
れ
る
。
ま
た
「
不
思
議
の
縁
に
依
り
」
と
は
、
「
困
難
な
状
況
下
で
不

思
議
に
拝
見
で
き
た
」
の
意
と
と
れ
る
。
然
る
に
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
で
「
老
縁
有
る
に
依
っ
て
」
と
い
う
の
は
、
「
昔
、
そ
こ

で
学
ん
だ
と
い
う
旧
縁
に
依
っ
て
」
と
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
す
れ
ば
前
の
両
者
も
、
そ
の
意
に
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
こ
の
理
解
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
日
存
聖
人
は
叡
山
の
ど
こ
か
で
学
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
に
も
少
し
ふ
れ
た
所
で
あ
る
が
、
「
私
新
抄
』
第
八
「
法
華
宗
修
行
用
心
事
」
中
の
一
節
は
、
「
私
新
抄
」
が
書
か
れ
た
時
点
で

の
日
蓮
遺
文
と
天
台
本
末
六
○
巻
の
見
方
が
よ
く
窺
わ
れ
る
と
思
う
の
で
、
長
く
な
る
が
引
用
す
る
。

悲
哉
、
蓮
師
御
出
世
ノ
法
談
本
迩
一
致
卜
云
力
正
意
ナ
ル
ナ
ン
ド
ト
頗
ル
疑
上
万
重
也
。
何
ノ
御
抄
二
有
叫
之
耶
。
御
判
釈
ノ

中
二
爾
前
迩
門
本
門
ト
三
重
ノ
教
相
ヲ
判
ジ
テ
、
至
豆
本
圃
一
万
法
円
融
ノ
実
相
ノ
極
理
ヲ
顕
シ
テ
本
迩
実
相
一
致
ト
云
事
本

門
ノ
正
意
也
ト
何
レ
ノ
処
二
書
傳
給
へ
〃
耶
。
ア
マ
リ
ノ
思
外
、
在
々
処
々
二
覆
説
セ
リ
之
毛
相
構
々
々
天
台
家
ノ
観
心
法
門
不
可
留

心
Ｃ
此
ヨ
リ
・
ン
テ
椛
実
本
迩
ノ
教
相
ヲ
云
と
失
テ
迩
ノ
上
二
本
ノ
起
レ
ル
由
来
二
迷
惑
セ
リ
玄
九
ノ
迩
ノ
十
重
顕
一
、
本
ノ
十
重
顕
本
可
見
之
｜
是
ハ

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

五
、
「
三
大
部
略
大
意
抄
』
撰
述
の
目
的
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先
ず
日
蓮
遺
文
は
天
台
本
末
六
○
巻
等
に
比
べ
て
文
字
は
漢
字
ば
か
り
で
は
な
く
仮
名
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
と
ら

わ
れ
ず
に
全
体
と
し
て
の
意
味
を
解
す
る
べ
き
で
あ
り
、
内
容
も
細
か
な
議
論
が
な
く
不
足
の
所
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
れ
は
末
代
の
衆
生
の
機
根
に
あ
わ
せ
て
大
綱
の
み
を
論
じ
る
要
学
で
あ
る
か
ら
と
い
う
。
そ
れ
故
に
末
代
に
は
日
蓮
聖

人
の
解
釈
は
天
台
妙
楽
の
六
○
巻
に
相
順
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
先
に
あ
げ
た
所
で
は
、
「
玄
文
止
ノ
裏
ト
御
書
ノ
面
ト
相

望
ス
レ
バ
御
抄
本
書
コ
レ
同
ジ
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
又
、
天
台
義
は
日
蓮
義
の
五
知
判
か
ら
す
る
と
、
像
法
熟
益
時
代
に
相

応
す
る
内
容
と
さ
れ
る
が
、
天
台
家
自
身
は
そ
う
は
言
わ
な
い
。
そ
れ
は
措
い
て
、
天
台
三
大
部
本
末
六
○
巻
の
解
釈
で
は
、
中
古

天
台
の
諸
師
か
ら
当
時
の
諸
師
ま
で
み
な
誤
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
本
門
を
強
調
す
る
が
、
実
は
権
実
判
の
上
で
の
本
門
で
あ
り
、
ま

た
特
に
中
古
天
台
で
は
教
相
を
無
視
し
、
観
心
為
勝
を
強
調
す
る
が
、
日
蓮
義
と
し
て
は
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と

す
る
。
た
だ
日
蓮
義
を
確
か
に
把
握
で
き
た
な
ら
ば
、
中
古
天
台
の
解
釈
も
、
助
縁
と
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
天

台
義
の
本
来
が
、
権
実
本
迩
の
教
相
を
ふ
ま
え
て
、
法
華
経
観
と
し
て
は
迩
理
に
よ
る
本
迩
一
致
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
日
蓮
義
か

過
時
ノ
釈
ナ
レ
ハ
未
了
ノ
義
分
可
有
之
や
何
ニ
モ
日
蓮
聖
人
ノ
御
判
釈
二
信
心
ヲ
強
盛
二
致
テ
願
力
ヲ
発
ン
テ
日
夜
朝
暮
二
拝
見
之
一
カ
ナ
ヵ
キ

ア
テ
字
下
リ
カ
キ
文
躰
ノ
不
足
ナ
ル
事
ヲ
不
懸
目
↓
法
門
大
都
カ
ウ
カ
イ
ヲ
見
ァ
可
取
｜
全
非
自
讃
殿
他
ゞ
道
理
令
然
｛
処
也
末
代
ニ
ハ
蓮

師
ノ
所
釈
天
台
妙
楽
ノ
六
十
巻
二
相
順
セ
リ
発
菩
提
心
一
玄
文
止
三
大
章
疏
ヲ
能
々
可
見
之
↓
但
取
大
綱
一
不
事
網
目
是
末
代
ノ
学
問
ノ

儀
式
也
当
宗
ノ
諸
抄
但
取
大
綱
不
判
網
目
一
網
目
ハ
末
代
ノ
不
当
機
一
根
勢
鈍
ナ
ル
ヵ
故
也
。
捨
広
略
一
取
要
一
蓮
師
定
置
給
フ
時
機
ヲ
鑑
ァ

（
マ
マ
）

被
仰
・
也
・
相
櫛
相
櫛
広
学
多
聞
ノ
不
可
好
》
所
詮
ダ
ル
肝
心
ノ
至
理
二
懸
テ
目
↓
心
地
ノ
解
了
ヲ
深
致
ン
《
ァ
一
代
ノ
判
教
権
実
本
迩
ノ
大
意
ヲ

直
入
天
台
妙
楽
本
末
釈
義
一
可
見
之
一
天
台
家
ハ
根
本
ハ
迷
乱
ハ
且
置
之
一
六
十
巻
ノ
法
門
悉
ク
先
徳
中
古
明
匠
乃
至
当
時
盛
二
迷
惑
セ
リ

彼
家
ノ
所
釈
正
義
卜
得
意
》
不
可
見
之
や
高
祖
ノ
法
門
委
細
二
傳
受
畢
ハ
助
縁
二
用
之
一
事
非
相
違
廻
彼
天
台
宗
ハ
従
事
｜
入
理
、
蓮
師

（
卿
》

門
流
ハ
従
理
向
事
｜
不
同
ナ
ル
ヘ
・
ン
。

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）
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本
迩
ｌ
大
悲
を
詮
と
な
す

の
対
比
は
、
隆
師
の
本
迩
論
の
特
色
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
後
の
「
弘
経
抄
」
第
七
八
巻
に
も
、

総
じ
て
之
を
論
ぜ
ば
、
廃
迩
顕
本
の
唯
本
本
地
は
、
能
覚
の
釈
尊
上
行
、
所
覚
の
妙
法
蓮
華
経
な
り
。
能
所
倶
に
大
慈
大
悲
最

勝
に
し
て
、
十
方
の
浄
刹
、
界
外
の
諸
浄
土
を
去
っ
て
、
此
の
本
地
の
娑
婆
穣
悪
の
土
を
取
っ
て
本
国
土
妙
の
王
城
と
為
し
て

五
百
の
大
願
を
起
し
「
皆
是
我
有
」
と
好
み
取
っ
て
主
師
親
と
成
り
、
唯
我
一
人
能
為
救
護
し
て
無
縁
の
大
悲
は
尽
き
る
期
な

｛
伽
）

し
。
故
に
釈
尊
上
行
は
寿
命
久
遠
な
り
。
此
の
時
は
大
慈
悲
を
以
て
久
遠
の
実
体
と
為
す
。

と
あ
る
。
隆
師
の
顕
本
論
は
三
五
塵
点
実
説
の
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
後
の
こ
と
と
し
て
、
そ
の
宗
教
的
受
け
止
め
方

が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
仏
の
大
慈
悲
故
に
末
法
下
種
が
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
、
「
弘
経
抄
」
第
九
巻

で
は
、

と
あ
る
。
こ
の

ら
中
古
天
台
義
を
考
え
る
『
四
帖
抄
」
以
降
に
確
立
し
た
日
隆
教
学
の
方
法
が
示
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
然
し
天
台

本
末
六
○
巻
に
外
宜
迩
面
と
内
鑑
本
密
の
二
種
あ
り
と
す
る
こ
と
は
「
私
新
抄
』
で
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
重
要
な
こ
と

は
、
日
蓮
義
に
よ
っ
て
天
台
義
を
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、
天
台
義
に
よ
っ
て
日
蓮
義
を
解
釈
す
る
故
に
、
本
迩
一
致
と
な
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
蓮
聖
人
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
た
法
華
経
本
門
の
宗
教
的
立
場
を
天
台
的
立
場
か
ら
み
る
こ

と
で
、
誤
解
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
右
の
引
用
文
の
あ
と
に
は
、

彼
ノ
天
台
宗
ニ
ハ
以
幸
権
実
与
為
書
示
教
斗
此
ノ
宗
ハ
以
与
本
迩
罫
為
至
琶
目
、
権
実
ノ
意
ハ
去
嶬
浅
ヲ
至
恥
深
二
、
本
迩
ノ
意
ハ
自
凶
深
向
”
浅
二
、

（
杣
）

権
実
ノ
意
ハ
以
与
大
智
↓
為
吟
正
ト
、
本
迩
ハ
以
与
大
悲
↓
為
１
詮
卜
。

権
実
ｌ
大
智
を
正
と
な
す

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）
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と
も
言
わ
れ
る
。
本
仏
釈
尊
か
ら
本
化
上
行
へ
の
上
行
付
嘱
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
の
末
法
下
種
論
は
本
門
即
大
慈
大
悲
の
教
の
所

説
で
あ
り
、
従
っ
て
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
玄
義
一
大
部
下
、
第
一
巻
九
帖
之
内
第
八
で
は
、

（
棚
）

法
蓮
抄
法
花
取
要
抄
開
目
抄
上
下
皆
悉
下
種
ハ
有
訓
本
圃
一
迩
門
永
前
二
不
明
之
斗
定
判
ン
給
ヘ
リ
故
以
本
迩
勝
劣
↓
為
宗
旨
一
也
云
糞

と
あ
り
、
隆
師
の
み
る
所
、
宗
祖
に
あ
っ
て
は
本
迩
勝
劣
は
自
明
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
隆
師
は
三
大
部
本
末
の
研
究
を
通

し
て
跡
づ
け
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
で
「
私
経
大
意
」
第
三
巻
に
於
け
る
一
七
箇
条
の
標
題
の
下
に
本
迩
一
致
と
な
る
場
合
を
考
究
し
て
い
る
の
は
大
変
興
味

（
抑
）

深
い
。
そ
の
な
か
で
、
第
十
七
「
止
観
の
観
心
と
は
智
者
の
解
行
の
故
に
末
法
の
根
機
に
当
ら
ざ
る
事
」
の
な
か
で
、

迩
門
の
観
心
は
教
弥
権
位
弥
高
の
故
に
高
上
高
機
の
上
の
不
思
議
一
の
観
心
な
る
故
に
、
本
門
下
機
の
本
妙
を
ば
嫌
ひ
、
す
り

ま
ぎ
ら
か
し
て
本
迩
雌
殊
と
云
ひ
、
像
法
当
機
高
上
の
不
思
議
一
の
観
心
を
ば
之
を
賞
翫
し
て
止
観
と
名
け
、
高
尚
者
高
尚
等

と
自
勝
す
る
な
り
。
此
の
如
く
天
台
・
妙
楽
の
釈
義
に
向
ひ
乍
ら
本
迩
勝
劣
こ
そ
玄
文
止
の
本
意
な
れ
と
云
ふ
も
恐
く
は
誤
り

な
り
。
又
日
蓮
大
士
の
諸
御
抄
に
向
ひ
乍
ら
本
迩
一
致
な
り
と
云
へ
る
も
誇
法
な
り
。
価
っ
て
本
迩
法
門
は
種
子
下
種
を
顕
さ

（
幅
）

ん
が
為
な
り
。
本
迩
一
致
と
云
ふ
は
名
は
本
迩
、
義
は
権
実
な
り
。
権
実
は
熟
脱
の
為
な
り
這
云
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
弘
経
抄
」
第
三
三
巻
に
も
、

当
時
天
台
の
末
学
此
の
旨
（
引
用
者
注
、
止
観
は
永
前
有
得
道
）
を
弁
え
ず
し
て
、
止
観
の
意
を
以
て
日
蓮
所
立
の
本
門
宗
を
軽

（
稲
）

笑
す
る
は
不
可
な
り
。
ま
た
本
門
宗
よ
り
天
台
宗
を
笑
ふ
も
無
案
内
な
り
。

と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
天
台
義
・
日
蓮
義
は
そ
れ
ぞ
れ
像
法
と
末
法
に
相
応
す
る
仏
法
で
あ
り
、
そ
の

り、
0

本
果
釈
尊
の
大
慈
大
悲
聚
集
し
て
御
身
を
変
じ
て
本
因
上
行
に
成
り
、
上
行
の
大
慈
大
悲
聚
集
し
て
日
蓮
大
士
と
成
り
給
ふ
な

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
殿
に
つ
い
て
（
大
平
宏
樋
）
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こ
と
を
無
視
し
て
、
互
い
に
批
判
し
あ
う
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
時
系
列
で
い
え
ば
天
台
義
が
あ
っ
て
日
蓮

義
が
あ
る
訳
で
あ
る
が
、
逆
に
日
蓮
義
を
能
照
と
し
て
天
台
義
を
み
る
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
明
確
と
な
る
。
そ
の
こ
と
を
隆

師
は
天
台
三
大
部
に
外
宜
迩
面
・
内
鑑
本
密
の
両
面
が
あ
る
と
概
念
化
す
る
こ
と
で
、
他
に
誤
り
な
く
伝
え
ら
れ
る
と
考
え
「
四
帖

抄
」
以
下
の
諸
書
で
、
く
り
返
し
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
玄
義
第
一
巻
九
帖
之
内
第
一
の
所
で
も
、

日
蓮
宗
義
云
於
三
大
部
一
通
面
本
裏
三
大
部
有
之
一
故
迩
面
之
方
ハ
三
大
部
共
二
迩
門
意
也
本
裏
ノ
時
ハ
三
大
部
共
二
本
門
意
也
↓

抄
」
以
下
の
諸
書
で
、
く
り

日
蓮
宗
義
云
於
三
大
部

こ
う
し
て
み
る
と
、
隆
師
が
、
最
晩
年
に
至
っ
て
な
お
天
台
三
大
部
の
外
宜
迩
面
と
内
鑑
本
密
の
具
体
的
な
解
釈
を
示
し
て
、

『
三
大
部
略
大
意
抄
」
を
書
き
続
け
ら
れ
た
理
由
は
、
日
蓮
義
が
法
華
経
本
門
に
お
け
る
末
法
救
済
（
末
法
下
種
）
を
主
眼
と
す
る

故
に
必
ず
本
迩
勝
劣
で
あ
る
こ
と
を
、
念
が
上
に
も
念
を
入
れ
て
確
立
し
て
お
き
た
か
っ
た
故
と
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。

と
さ
え
言
わ
れ
る
所
で
あ
る
。

と
云
わ
れ
る
よ
う
に
、
末
法
日
蓮
の
立
場
は
こ
の
天
台
内
鑑
本
密
の
三
大
部
の
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
華
経
本
門
の
大
慈
大
悲
に

よ
っ
て
の
み
下
機
悪
人
が
救
わ
れ
る
、
教
弥
実
位
弥
下
の
仏
法
に
対
す
る
信
行
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
か
ら
宗
祖

の
義
は
本
迩
勝
劣
で
あ
り
、
従
っ
て
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
玄
義
一
大
部
下
第
一
巻
四
序
下
五
帖
之
内
第
四
で
、

（
棚
）

サ
レ
ハ
日
存
日
道
両
師
ハ
常
二
善
導
法
然
ハ
還
テ
小
誇
法
也
当
宗
ノ
本
迩
一
致
ハ
大
誇
法
也
ト
ロ
伝
シ
給
ヘ
リ

（
銅
）

云
約
束
有
之
一
如
常
一
云
云

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）
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以
上
、
粗
雑
な
が
ら
、
始
め
に
提
起
し
た
疑
問
に
対
す
る
私
考
を
記
し
た
。

日
存
・
日
道
両
師
の
二
○
年
に
亘
る
研
鐙
を
承
け
た
隆
師
は
、
更
に
一
○
年
の
独
自
研
錨
を
経
て
、
日
蓮
義
か
ら
み
た
場
合
、
天

台
三
大
部
本
末
は
、
外
適
時
宜
と
内
鑑
本
密
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
両
面
の
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
像
法
時
代
・
末
法
時
代
に

相
応
す
る
内
容
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
そ
の
具
体
的
な
所
産
と
し
て
の
隆
師
晩
年
の
「
天
台
三
大
部
略
大
意
抄
」
は
、
末
法
相
応

の
仏
法
が
本
門
の
内
容
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
必
ず
本
勝
迩
劣
の
立
場
に
於
て
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

主
眼
と
す
る
故
に
、
最
晩
年
ま
で
具
体
的
な
解
釈
を
示
し
続
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
隆
師
は
、
宗
祖
教
学
が
天
台
学
を
一
念
三
千
論
に
於
て
受
容
し
、
そ
の
「
ま
こ
と
の
一
念
三
千
」
を
仏

（
⑬
）

種
と
す
る
が
、
そ
れ
が
。
分
の
慧
解
も
な
し
」
の
故
に
題
目
の
信
行
に
於
て
「
解
脱
自
至
」
を
実
現
す
る
と
い
う
点
で
、
宗
祖
の

立
場
は
止
観
に
極
ま
っ
た
の
で
は
な
く
「
玄
義
に
還
っ
た
」
も
の
と
み
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
隆
師
の
天
台
学
解
釈
は
、
中
古
天
台
の
研
究
を
も
含
め
て
、
今
日
の
学
問
で
い
え
ば
、
日
蓮
義
と
の
対
照
に
於
て
、

（
釦
）

比
較
思
想
の
方
法
を
実
施
し
た
も
の
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
１
）
「
五
帖
抄
」
第
五
（
仏
立
教
学
院
編
「
佛
立
宗
義
書
」
第
三
巻
、
本
門
仏
立
宗
宗
務
本
庁
、
昭
和
三
三
年
）
三
二
一
頁
。

注 六
、
結
語

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
殿
に
つ
い
て
（
大
平
宏
樋
）
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（
ｕ
）

へ

10
…

へ

9
…

（
７
）
刊
本
、
日
隆
聖
人
著
「
文
句
要
伝
」
（
「
桂
林
学
叢
』
第
二
四
号
、
平
成
二
五
年
三
月
所
収
）
注
（
６
）
及
び
拙
稿
弓
文
句
要

伝
」
解
題
」
（
同
上
）
及
び
拙
稿
弓
弘
経
抄
」
研
究
ノ
ー
ト
」
「
桂
林
学
叢
」
第
二
六
号
、
平
成
二
七
年
一
○
月
、
を
参
照
。

（
８
）
大
平
寛
龍
稿
「
日
隆
聖
人
御
所
持
「
心
空
嘉
慶
版
妙
法
蓮
華
経
」
「
科
註
妙
法
蓮
華
経
」
小
考
」
「
桂
林
学
叢
」
第
二
五
号
、

平
成
二
六
年
三
月
。
及
び
同
稿
「
日
隆
聖
人
御
所
持
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
」
の
経
文
部
分
に
関
す
る
書
込
に
つ
い
て
ｌ
御
所

持
本
「
心
空
嘉
慶
版
妙
法
蓮
華
経
」
と
「
本
門
弘
経
抄
」
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
も
の
ｌ
」
「
桂
林
学
叢
」
第
二
六
号
、
平
成

へへへへへ

6 5 4 3 2
…ーーーー

詳
し
く
は
小
西
日
邊
稿
「
「
日

年
一
○
月
。
注
（
、
）
参
照
。

拙
稿
弓
弘
経
抄
」
研
究
ノ
ー

研
究
ノ
ー

二
七
年
一
○
月
。

「
法
命
集
」
に
関

尾
上
寛
仲
著
「
日
に
関

年
三
月
。

株
橋
諦
秀
（
日
涌
）
稿
「
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」
「
桂
林
学
叢
」
第
四
号
、
昭
和
三
八
年
五
月
、
六
八
～
六
九
頁
。

拙
稿
「
日
隆
教
学
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
」
「
桂
林
学
叢
』
第
二
五
号
、
平
成
二
六
年
三
月
、
九
頁
。

拙
稿
「
日
隆
聖
人
著
「
名
目
見
聞
」
の
一
考
察
」
（
「
桂
林
学
叢
」
第
一
○
号
、
昭
和
五
三
年
三
月
）
な
ど
。

拙
稿
三
開
通
顕
本
宗
要
集
』
考
」
「
興
隆
学
林
紀
要
」
第
三
号
、
平
成
元
年
三
月
。

刊
本
、
日
隆
聖
人
著
「
玄
文
止
並
諸
御
書
出
処
」
（
「
桂
林
学
叢
」
第
二
三
号
、
平
成
二
四
年
三
月
所
収
）
。
及
び
拙
稿
「
「
玄
文
止

諸
御
抄
出
処
」
改
題
（
同
上
）
拙
稿
「
『
文
句
要
伝
」
「
玄
文
止
諸
御
抄
出
処
」
私
考
」
「
興
隆
学
林
紀
要
」
第
五
号
、
平
成
三

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

し
て
は
、
尾
上
寛
仲
稿
「
法
命
集
に
つ
い
て
」
『
天
台
学
報
」
第
二
三
号
、
昭
和
五
六
年
二
月
〔
後
に
、

「
日
本
天
台
史
の
研
究
」
山
喜
房
佛
書
林
、
平
成
二
六
年
に
再
録
〕
。

》
西
日
邊
稿
「
「
日
存
・
日
道
・
日
隆
三
代
三
十
年
の
研
鐵
」
に
つ
い
て
」
「
桂
林
学
叢
」
第
二
六
号
、
平
成
二
七

ト
」
「
桂
林
学
叢
」
第
二
六
号
、
平
成
二
七
年
一
○
月
。
ま
た
『
三
百
帖
」
に
つ
い
て
は
、
尾
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（
〃
）
本
文
は
『
皆
久
問
題
資
料
」
第
五
巻
所
収
（
謄
写
刷
）
。

（
肥
）
拙
稿
弓
開
迩
顕
本
宗
要
集
」
考
」
「
興
隆
学
林
紀
要
」
第
三
号
、
平
成
元
年
三
月
、
二
五
頁
以
下
。

（
岨
）
拙
稿
ヨ
私
新
抄
」
新
考
」
「
興
隆
学
林
紀
要
」
第
一
三
号
、
平
成
二
五
年
三
月
、
一
九
頁
。

（
釦
）
「
三
大
部
略
大
意
抄
」
玄
義
一
大
部
の
下
、
第
一
巻
四
序
の
下
、
五
帖
之
内
第
三
。

（
型
前
掲
、
拙
稿
「
「
私
新
抄
」
新
考
」
二
○
頁
。

（
配
）
『
私
新
抄
」
第
二
巻
（
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
「
日
蓮
宗
宗
学
全
書
」
第
八
巻
、
山
喜
房
仏
書
林
、
初
版
昭
和
三
六
年
、
昭
和

四
三
年
第
二
版
〔
以
下
「
宗
全
」
と
表
記
〕
）
五
○
頁
。

（
羽
）
「
私
新
抄
」
第
九
巻
（
「
宗
全
」
第
八
巻
）
二
五
二
頁
。

へへへへへ

16 15 14 13 12
…………ー

す
べ
て
隆
師
の
真
餓
で
あ
る
が
、
貼
り
紙
の
所
も
あ
り
、
原
本
に
つ
い
て
糖
査
が
望
ま
れ
る
。

無
論
、
「
玄
文
止
」
の
補
入
と
、
「
網
」
を
「
意
」
と
訂
正
し
た
の
は
隆
師
自
身
と
み
ら
れ
る
。

前
掲
、
株
橋
諦
秀
（
日
通
稿
「
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」
五
六
頁
。

本
抄
は
、
前
掲
、
株
橋
諦
秀
（
日
涌
）
稿
「
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」
で
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

「
弘
経
抄
」
第
一
四
巻
（
日
隆
聖
人
全
集
御
聖
教
刊
行
会
編
「
原
文
対
訳
日
隆
聖
人
全
集
」
第
二
巻
御
聖
教
刊
行
会
、
初
版
大
正
一

四
年
、
昭
和
四
五
年
第
二
版
〔
以
下
「
隆
全
」
と
表
記
〕
二
○
六
頁
）
に
引
用
す
る
「
止
観
大
綱
抄
第
こ
は
「
止
観
見
聞
第

四
年
、
昭
和
四
五
年
第

上
寛
仲
稿
「
三
百
帖
に
つ

「
日
本
天
台
史
の
研
究
」
に
軍

平
成
二
一
年
所
収
の
解
題
。

「
三
百
帖
に
つ

一
」
か
と
思
わ
れ
る
。

本
文
は
『
皆
久
問
題
垂

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
鐙
に
つ
い
て
（
大
平
宏
寵
）

い
て
」
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
一
七
巻
第
二
号
、
昭
和
四
四
年
三
月
〔
後
に
、
前
掲
の
同
著

お
研
究
」
に
再
録
〕
・
天
台
宗
典
編
纂
所
編
「
縦
天
台
宗
全
書
顯
教
７
三
百
帖
法
華
十
軸
紗
」
春
秋
社
、
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（
型
）
『
私
新
抄
」
第
九
巻
二
宗
全
」
第
八
巻
）
二
五
三
頁
。

兎
）
特
に
「
四
帖
抄
」
第
四
の
中
の
「
天
台
宗
講
玄
文
止
↓
意
与
講
日
蓮
宗
↓
玄
文
止
不
同
事
」
（
日
隆
著
・
法
華
宗
興
隆
学
林
編

「
法
華
天
台
両
宗
勝
劣
抄
（
四
帖
抄
）
法
華
宗
全
書
日
隆
１
」
東
方
出
版
、
平
成
二
年
、
四
九
五
頁
以
下
）
。
及
び
拙
稿
「
慶

林
日
隆
著
「
玄
義
教
相
見
聞
』
に
つ
い
て
」
「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
第
三
○
号
、
平
成
一
五
年
三
月
、
二
一
～
二
五

（
型
現
在
、
岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町
下
宮
（
旧
美
濃
国
安
八
郡
下
宮
村
）
。

（
鋤
）
渡
辺
麻
里
子
稿
「
仙
波
に
集
う
学
僧
た
ち
ｌ
中
世
に
お
け
る
武
蔵
国
仙
波
談
義
所
（
無
量
寿
寺
）
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
「
中
世
文

学
」
第
五
一
号
、
平
成
一
八
年
六
月
、
五
五
頁
、
及
び
六
三
～
六
六
頁
。

（
型
前
掲
、
尾
上
寛
仲
稿
「
法
命
集
に
つ
い
て
」
（
同
著
「
日
本
天
台
史
の
研
究
」
）
八
二
七
頁
。

（
犯
）
柏
原
談
義
所
は
、
滋
賀
県
米
原
市
柏
原
（
旧
近
江
国
柏
原
村
。
昭
和
に
坂
田
郡
山
東
町
柏
原
と
な
り
、
平
成
大
合
併
で
現
在
の
地
名

へへへ

28 27 26
ー…ー

（
翌
「
宝
地
私
記
」
が
玄
義
第
一
巻
九
帖
之
内
第
六
に
引
か
れ
る
な
ど
引
用
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
略
大
意
抄
」
が
書
か
れ

た
の
で
は
な
い
。
ま
た
「
弘
経
抄
」
に
多
く
引
か
れ
、
「
宗
要
集
」
に
も
引
用
が
あ
る
。

前
掲
、
拙
稿
ヨ
私
新
抄
」
新
考
」
二
一
、
二
二
頁
。

前
掲
、
拙
稿
「
日
隆
教
学
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
」
一
四
～
一
六
頁
。

一
般
に
日
蓮
は
天
台
教
学
を
止
観
の
一
念
三
千
に
於
て
受
容
し
た
と
い
う
み
か
た
が
為
さ
れ
る
が
、
隆
師
に
よ
れ
ば
、
そ
れ

は
ま
だ
途
中
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
最
終
的
に
は
「
玄
義
に
還
る
」
と
さ
れ
る
。
前
掲
、
拙
稿
「
慶
林
日
隆
著
「
玄
義
教
相
見

頁
。

と
な
っ
た
）
。

聞
」
に
つ
い
て
」

現
在
、
岐
阜
県
｛

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

一
一
二
頁
。
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孟
）
『
日
隆
聖
人
御
聖
教
」
第
一
巻
、
法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院
、
昭
和
五
一
年
〔
以
下
「
隆
塾
と
表
記
〕
、
三
○
七
頁
。

（
妬
）
慈
覚
大
師
作
と
さ
れ
る
「
法
華
経
迩
門
観
心
絶
待
妙
釈
」
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
米
沢
立
晋
稿
「
日
隆
聖
人
に
み
る
慈
覚
大

師
円
仁
批
判
に
つ
い
て
」
「
桂
林
学
叢
」
第
二
五
号
、
平
成
二
六
年
三
月
が
あ
る
が
、
『
三
大
部
略
大
意
抄
』
に
つ
い
て
は
言

（
型
「
伊
賀
抄
』
は
玄
義
第
一
巻
九
帖
之
内
第
八
・
第
九
な
ど
に
引
用
が
あ
り
、
「
伊
賀
抄
見
聞
」
は
同
じ
く
第
一
、
八
、
九
巻
等

に
引
用
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
略
大
意
抄
』
述
作
に
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
『
弘
経
抄
」
に
も
一
○

カ
所
以
上
の
引
用
が
あ
る
。
こ
の
「
三
大
部
伊
賀
抄
」
に
つ
い
て
は
、
野
本
覚
成
「
伊
賀
流
（
恵
心
流
）
天
台
学
の
系
譜
」

『
天
台
学
報
」
三
二
、
平
成
二
年
一
○
月
、
及
び
『
績
天
台
宗
全
書
顯
教
１
．
２
』
「
綾
天
台
宗
全
書
顯
教
４
．
５
。

前
掲
『
宗
全
」
第
八
巻
、
二
一
七
～
一
二
九
頁
。

前
掲
「
宗
全
」
第
八
巻
、
二
一
九
頁
。
島
地
大
等
氏
は
「
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
」
付
録
の
「
法
華
大
意
」
の
内
の
「
本
迩

二
門
」
中
で
「
天
台
大
師
以
後
の
佛
教
史
上
、
志
那
系
統
の
天
台
宗
学
に
在
っ
て
は
五
時
八
教
の
教
判
を
主
用
し
て
余
は
殆

ど
教
判
と
し
て
は
顧
み
ず
、
日
本
天
台
の
系
統
に
属
す
る
学
匠
と
竝
に
日
蓮
宗
学
上
に
在
て
は
、
特
に
本
迩
二
門
の
教
判
を

主
説
す
る
の
別
あ
る
こ
と
須
ら
く
注
意
す
べ
し
。
是
に
於
て
か
法
華
観
上
、
迩
門
中
心
の
見
方
と
本
門
中
心
の
見
方
と
の
別

を
生
ず
。
二
者
共
に
深
玄
な
る
哲
学
に
立
脚
す
る
こ
と
言
ふ
を
待
た
ず
と
雌
も
、
前
者
は
自
ら
道
徳
的
色
彩
に
富
み
、
後
者

は
自
ら
勢
術
的
情
趣
に
富
み
、
前
者
の
哲
学
的
な
る
に
対
し
て
後
者
の
宗
教
的
な
る
、
前
者
の
理
想
中
心
な
る
に
比
し
て
後

前
掲
「
法
華
天
台
両
宗
勝
劣
抄
（
四
帖
抄
）
法
華
宗
全
書
日
隆
１
」
四
一
三
頁
。

『
隆
教
」
第
五
巻
、
一
二
九
頁
。

及
が
な
い
。

６
」
の
解
題
を
参
照
。

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

－38－



（
“
）
『
隆
全
」
第
八
巻
、
二
二
九
‐

（
蛇
）
『
隆
全
」
第
一
巻
、
六
二
九
言

（
媚
）
「
衆
生
最
初
ノ
下
種
ハ
亘
権
実
一

（
“
）
前
掲
、
拙
稿
「
「
弘
経
抄
」
、

（
妬
）
刊
本
、
「
私
経
大
意
」
第
四
空

真
蹟
本
を
み
る
と
、
「
私
経
冬

拙
稿
三
弘
経
抄
」
研
究
ノ
ー

（
妬
）
「
隆
全
」
第
四
巻
、
七
八
頁
。

（
灯
）
こ
れ
は
随
所
で
言
わ
れ
て
い

（
招
）
「
弘
経
抄
」
第
七
六
巻
で
は
、

「
衆
生
最
初
ノ
下
種
ハ
亘
権
実
一

こ
れ
は
随
所
で
言
わ
れ
て
い

可
云
耶
」
の
下
。

前
掲
、
拙
稿
「
「
弘
経
抄
」
研
究
ノ
ー
ト
」
二
頁
。

刊
本
、
「
私
経
大
意
」
第
四
巻
二
佛
立
研
究
」
Ⅳ
、
昭
和
五
一
年
五
月
所
収
）
三
五
頁
。
刊
本
で
は
第
四
巻
と
な
っ
て
い
る
が
、

真
蹟
本
を
み
る
と
、
「
私
経
大
意
」
全
四
巻
の
う
ち
第
一
巻
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
他
の
三
巻
の
順
序
は
未
詳
で
あ
る
。
前
掲
、

拙
稿
三
弘
経
抄
」
研
究
ノ
ー
ト
」
（
二
頁
）
の
順
序
は
当
面
の
私
見
で
、
更
に
原
本
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

者
の
人
格
中
心
な
る
各
殊
色
あ
り
。
哲
理
の
精
粋
信
念
の
極
致
収
め
て
此
問
題
に
在
り
。
希
は
く
ば
此
経
を
讃
仰
す
る
も
の

漫
然
読
過
し
去
っ
て
先
聖
の
慈
懐
を
空
し
う
す
る
こ
と
勿
れ
」
と
い
う
。
国
書
刊
行
会
再
刊
本
、
昭
和
六
二
年
、
一
○
頁
。

『
隆
全
」
第
八
巻
、
二
二
九
～
二
三
○
頁
。

『
隆
全
」
第
一
巻
、
六
二
九
頁
。る

こ
と
の
一
例
で
あ
る
。

「
弘
経
抄
」
第
七
六
巻
で
は
、
「
日
蓮
宗
に
云
く
、
恐
ら
く
は
天
台
外
宜
止
観
の
意
は
是
れ
迩
門
の
意
に
し
て
、
猶
ほ
三
種
の

教
相
の
中
の
初
重
の
教
相
の
意
な
り
。
是
れ
第
二
下
種
の
意
に
あ
ら
ず
。
況
や
第
三
下
種
に
於
て
を
や
。
冊
て
三
五
下
種
を

ば
諸
御
抄
に
移
し
て
永
前
無
得
道
と
云
ひ
迩
門
無
得
道
と
云
へ
り
。
玄
文
止
の
意
も
一
往
教
妙
の
辺
に
は
永
前
諸
部
の
円
を

以
て
下
種
と
為
し
、
再
往
部
妙
の
辺
に
は
が
前
摂
受
門
を
ば
取
ら
ず
し
て
今
経
一
部
ば
か
り
を
下
種
と
取
る
。
是
れ
則
ち
本

迩
一
致
の
下
種
な
り
。
此
の
分
を
悪
し
く
心
得
を
成
し
て
、
諸
法
華
宗
に
謬
解
し
て
本
迩
一
致
を
以
て
宗
旨
と
為
す
と
云
っ

て
悉
く
宗
旨
を
倒
し
畢
ん
ぬ
。
本
迩
勝
劣
と
云
ふ
は
法
華
宗
の
寿
命
な
り
云
云
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
（
「
隆
全
」
第
八
巻
、
二
三

七
～
二
三
八
頁
）
。

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
讃
に
つ
い
て
（
大
平
宏
龍
）

－39－



〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
日
隆
天
台
三
大
部
外
宜
迩
面
内
鑑
本
密
本
迩
勝
劣

（
柵
）
隆
師
は
「
本
尊
抄
」
末
尾
の
五
一
字
を
．
部
の
肝
心
」
と
し
、
「
諸
御
抄
の
詮
要
」
と
み
る
立
場
を
と
る
。
前
掲
、
拙
稿

「
日
隆
教
学
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
」
一
三
頁
。

（
卵
）
隆
師
の
天
台
学
研
究
は
、
た
だ
に
「
日
蓮
の
天
台
学
受
容
」
と
い
う
面
だ
け
で
な
く
、
天
台
教
学
と
日
蓮
教
学
の
哲
学
的
方

面
ま
で
比
較
考
究
す
る
所
の
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

日
隆
聖
人
の
天
台
三
大
部
研
錨
に
つ
い
て
（
大
平
宏
髄
）

－40－


